平成２２年度　南部地域　活動報告
（チーフ館：県立近代美術館）
１　会議
	名　　称
	開催月日（曜日）
	議　　　題
	備考(会場等)

	南部地域加盟

　　　館園長会議

	３月１１日（金）

	１　報　告

（１）平成２２年度事業報告
　　ア　第１回研修会

　日　時：９月３０日（木）

　会　場：さいたま市大宮盆栽美術館

　内　容：講話・同館視察（講師：大熊館長）
　　イ　第２回研修会

　日　時：１０月６日（水）

　会　場：県立近代美術館

　内　容：講話・展示視察（講師：土田副館長）

（２）平成２２年度収支決算報告

２　協　議

（１）平成２３年度事業計画について

（２）その他

（３）情報交換
	県立近代美術館
会議室


２活動・事業等
	名　　称
	概　　　　要

	　　　第１回研修会

　　　第２回研修会
	　９月３０日（木）さいたま市大宮盆栽美術館において、大熊敏之館長より
大宮盆栽美術館について説明を受けた。
　この美術館は、世界初の公立盆栽美術館として、平成２２年３月２８日に
開館し、五葉松や真柏などの名品を展示しており、さいたま市の新名所とし
て注目されている。「盆栽は人間の技と自然の命が組み合わさった生きた芸
術」と館長は語っており、専門的に鑑賞する人だけではなく、若い人や女性
が多く来館してくれることが嬉しいとのこと。伝統産業である盆栽文化を、
広く内外に発信する国際的な盆栽研究センターとして、観光拠点にもしてい
きたいとのことであった。
　１０月６日（水）県立近代美術館において、土田保浩副館長より近代美術館について説明を受けた。
　この美術館は、黒川紀章氏が設計し、県立北浦和公園内に昭和５７年１１

月開館された。収蔵作品は、印象派、エコールド・パリから現代に至る西洋絵画、斉藤与里、斉藤豊作、瑛九など埼玉ゆかりの日本の作品、ロダン、マイヨールなどの彫刻、版画など約２９００点余りを所蔵している。また、ゆったりと作品を鑑賞してもらうため、自由に座れる様々なグッドデザインな椅子２０～３０脚を常時館内に配置している。展示事業としては、特定のテーマのもとに、国内外の作品を年５回展示する「企画展」、年間を４回に分けてそれぞれにテーマを設定し、主に当館の収蔵作品を展示する「常設展」を実施している。
　また、普及・教育事業として年間を通じてワークショップ（アートの森など）を開催しており、地下１階の一般展示室については一般の展覧会などに貸出事業を実施しており、９６～９７％の利用率を誇っている。


３　その他特記すべき事項
	　なし


【資料２】








